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若
い
人
た
ち
が
本
会
議
場
の
壇
上
に
立
ち
、
知

事
や
教
育
長
ら
に
本
番
さ
な
が
ら
に
県
政
に
つ
い

て
の
一
般
質
問
を
す
る
学
生
議
会
が
10
月
15
日
開

か
れ
、
鳥
取
の
大
学
生
ら
が
若
者
の
雇
用
や
地
域

開
発
な
ど
に
つ
い
て
、
活
発
な
議
論
を
展
開
し
た

＝
表
紙
の
写
真
。

　
議
会
改
革
推
進
会
議
の
議
論
の
中
で
、
開
か
れ

た
議
会
を
目
指
す
改
革
の
一
つ
と
し
て
、
若
い
人

た
ち
の
県
政
へ
の
関
心
を
高
め
て
も
ら
お
う
と
昨

年
か
ら
開
催
。
今
年
は
鳥
取
大
学
、
鳥
取
環
境
大

学
、
鳥
取
短
期
大
学
、
米
子
工
業
高
等
専
門
学
校

の
男
子
学
生
４
人
、
女
子
学
生
４
人
の
計
８
人
が

知
事
ら
に
論
争
を
跳
ん
だ
。

　
学
生
１
人
に
１
人
ず
つ
世
話
を
す
る
担
当
議
員

を
配
置
。
学
生
た
ち
は
今
年
７
月
以
降
、
県
議
会

で
の
質
問
の
要
領
な
ど
の
説
明
を
受
け
、
何
を
質

問
す
る
か
な
ど
を
相
談
。
面
接
や
メ
ー
ル
で
の
や

り
取
り
を
重
ね
、
質
問
原
稿
を
作
成
し
て
き
た
。

　
当
日
は
午
後
１
時
に
学
生
た
ち
は
登
庁
。
各
議

員
控
室
で
担
当
議
員
と
最
後
の
打
ち
合
わ
せ
を

し
、
平
井
知
事
や
担
当
議
員
と
共
に
本
会
議
場
で

記
念
写
真
を
撮
影
し
た
後
、
午
後
２
時
か
ら
本
会

議
に
臨
ん
だ
。

　
鳥
取
大
学
大
学
院
生
の
原
口
明
さ
ん
は
鳥
取
自

動
車
道
が
今
年
３
月
全
線
開
通
し
た
こ
と
を
受
け

て
、「
鳥
取
県
の
活
性
化
に
は
鳥
取
自
動
車
道
の

利
用
促
進
が
重
要
と
考
え
る
が
、
そ
の
取
り
組
み

や
如
何
に
」
と
質
問
。
鳥
取
短
期
大
学
専
攻
科
の

山
上
聖
子
さ
ん
は
「
友
人
の
多
く
が
県
内
で
の
就

職
を
望
ん
だ
が
、
状
況
は
厳
し
い
。
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
開
発
な
ど
新
産
業
創
造
で
雇
用
環
境
を
好

転
さ
せ
る
べ
き
だ
」
と
提
言
し
た
。

　
質
問
や
提
言
の
多
く
は
、
身
近
な
生
活
の
中
の
疑

問
や
思
い
を
丁
寧
な
調
査
や
研
究
で
質
問
に
練
り

上
げ
た
も
の
だ
け
に
、
知
事
や
部
長
た
ち
も
丁
寧
な

答
弁
を
返
し
、
予
定
時
間
を
30
分
以
上
も
オ
ー
バ
ー

す
る
白
熱
し
た
議
論
と
な
り
、
参
加
し
た
学
生
た

ち
も
満
足
し
た
表
情
で
議
場
を
後
に
し
て
い
た
。

　
鳥
取
県
は
、
今
後
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化

が
一
層
進
展
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、長
引
く
不
況
に
よ
り
県
外
企
業
の
撤
退
、
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９
月
定
例
会
で
は
常
任
委
員
会
な
ど
の

所
属
議
員
の
変
更
が
あ
り
、
委
員
の
互
選

で
委
員
長
を
選
出
し
た
。

　
地
域
振
興
県
土
警
察
常
任
委
員
会
で
は

推
薦
で
内
田
博
長
議
員
に
決
ま
り
、「
時

代
的
に
厳
し
い
も
の
が
あ
る
が
皆
様
の
協

力
で
重
責
を
全
う
し
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

総
務
教
育
、
農
林
水
産
商
工
の
両
常
任
委

員
会
で
は
委
員
長
選
挙
を
実
施
。
総
務
教

育
常
任
委
員
会
は
横
山
隆
義
議
員
、
農
林

水
産
商
工
常
任
委
員
会
は
興
治
英
夫
議
員

を
選
出
し
た
。
委
員
長
に
な
っ
た
横
山
委

員
長
は
「
教
育
は
人
材
育
成
。
次
世
代
の

育
成
に
努
力
し
た
い
」、
興
治
委
員
長
は

「
活
発
な
委
員
会
運
営
に
努
め
、
議
会
と

し
て
の
明
確
な
方
向
性
を
出
し
、
執
行
部

の
提
案
は
真
剣
に
議
論
し
て
い
き
た
い
」

と
話
し
た
。

　
議
会
運
営
の
要
で
あ
る
議
会
運
営
委
員

会
は
野
田
修
委
員
長
が
議
長
に
選
出
さ
れ

た
た
め
、
そ
の
後
任
に
斉
木
正
一
議
員
を

選
出
。
決
算
審
査
特
別
委
員
会
は
長
谷
川

稔
副
委
員
長
が
辞
任
し
、
後
任
に
国
岡
智

志
議
員
を
決
め
た
。

　
今
議
会
で
は
人
口
減
少
社
会
調
査
、
高

速
交
通
網
調
査
の
２
特
別
委
員
会
を
新
た

に
設
置
し
た
。
人
口
減
少
社
会
調
査
特
別

委
員
長
に
上
村
忠
史
議
員
、
同
副
委
員
長

に
安
田
優
子
議
員
、
高
速
交
通
網
調
査
特

別
委
員
長
に
小
谷
茂
議
員
、
同
副
委
員
長

に
内
田
隆
嗣
議
員
を
選
出
。
広
報
委
員
長

に
は
砂
場
隆
浩
議
員
を
選
ん
だ
。

県
内
企
業
の
経
営
難
、
雇
用
情
勢
の
悪
化
等
と
経

済
事
情
は
深
刻
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
県
政
の
果
た
す
役
割

は
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
鳥
取
県
議
会
は
平
井
知
事
と
協
力
し
て
福
祉
の

向
上
、
若
者
の
定
住
促
進
を
図
る
た
め
の
企
業
誘

致
、
中
小
企
業
の
支
援
、
農
林
水
産
業
や
建
設
業

の
振
興
等
の
県
政
の
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。
こ
の
た
め
に
、
県
議
会
議
員
各
位
の
知

恵
と
行
動
力
を
結
集
し
て
県
民
の
期
待
に
応
え
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

新
副
議
長
就
任
あ
い
さ
つ

知
事
ら
と
白
熱
し
た
議
論
展
開

大
学
生
ら
8
人
参
加
で
学
生
議
会

【常任委員会】
総務教育常任委員会 福祉生活病院常任委員会

横山　隆義　 広谷　直樹　 森　　雅幹　 長谷川　稔　 谷村　悠介
伊藤美都夫　 藤縄　喜和　 安田　優子　 野田　　修

伊藤　　保　 福田　俊史　 坂野経三郎　 錦織　陽子　 濵辺　義孝
森岡　俊夫　 山口　　享　 稲田　寿久　 鉄永　幸紀

農林水産商工常任委員会 地域振興県土警察常任委員会
興治　英夫　 内田　隆嗣　 砂場　隆浩　 市谷　知子　 浜崎　晋一
前田八壽彦　 小谷　　茂　 銀杏　泰利　　　　　　　　　

内田　博長　 澤　　紀男　 国岡　智志　 福間　裕隆　 浜田　妙子
藤井　省三　 上村　忠史　 斉木　正一　　　　　　　　　

【特別委員会】
人口減少社会調査特別委員会 高速交通網調査特別委員会

上　村　　安　田　　  坂　野　　　森　　　国　岡　　　谷　村
濵　辺　　伊藤 ( 美 )　山　口　　藤　井　　稲　田　　　　　

小　谷　　内田 ( 隆 )　  砂　場　　 福　田　　広　谷　　長谷川
澤　　　　前　田　　　伊藤 ( 保 )　福　間　　斉　木　　　　

【議会運営委員会】
斉　木　　伊藤 ( 保 )　　国　岡　　浜　崎　　興　治 　 
伊藤 ( 美 )　　稲　田　　藤　縄　　上　村　　内田 ( 博 )

【広報委員会】
砂　場　　坂　野　　福　田
広　谷　　前　田　　銀　杏

県議会各種委員会の顔ぶれ

　決算審査特別委員会　　　　　　　　　　　　　　福　間　　国　岡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以下各分科会）

総 務 教 育 上村　　坂野　　内田 ( 隆 )　山口　　銀杏 地域振興県土警察 藤縄　　福田　　長谷川　伊藤 ( 保 )　小谷

福 祉 生 活 稲田　　国岡　　錦織　　福間　　藤井 県 営 企 業 森岡　　谷村　　澤　　　伊藤 ( 美 )　鉄永

農林水産商工 濵辺　　森　　　市谷　　広谷　　斉木 病 院 事 業 興治　　砂場　　浜崎　　横山　内田 ( 博 )

 

委
員
長
ら
新
布
陣

　

 

議
運
委
員
長
は
斉
木
議
員

（委員長　副委員長または主査）


